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みんなと活動する子 さいごまで追究する子 くじけず、挑戦する子 ぼく､私も自分を磨く子 

 

後期スタート ～２年生が水窪中の中心となります～ 
後期の委員長と学級委員の任命式を行いました。今まで３年生が学校生活の中心でした

が、後期からは２年生が中心となります。３年生のみなさん、これまでありがとうございまし

た。これからは自分の進路実現に向けて努力をするとともに、後輩のサポートもお願いしま

す。 

  

校長先生より自主性と主体性についての話がありました。「自分なら何ができるかを自分

で考えて行動する、一人一人が主体性を持った主人公になってください」と生徒へメッセー

ジを送りました。 

全校生徒のみなさんに、今日は、「自主的」と「主体的」という、似ているけれど、全く違う２

つの言葉の話をします。 

まず、「自主的」とは、「自主的に動く」というように使われますが、「やるべきことが決まって

いるときに、人から言われる前に進んでやること」です。毎日の学校生活で例えるなら、朝の「挨

拶」です。先生や先輩に言われる前に、自分から「おはようございます」と声をかける。これが

「自主的に動く」ということです。決められたルールや、マナーの中で、一歩先を考えて動く素

晴らしい力です。 

では、もう一つの「主体的」とは何でしょうか。「主体的に取り組む」という言葉で使います。 

それは、「何のためにやるのか、何をすべきかを、自分で考えて決めて行動すること」です。 

生徒会活動や学校生活では、この両方が大切になります。今あるきまりや行事を、言われる前

に率先して進める「自主的」に動くことはとても大切です。しかし、水窪中のみなさんに期待し

たいことは、「より良い水窪中学校にするためには、何が必要だろう？」と、自分たちで問いを立

てて挑戦する『「主体的」に取り組むこと』です。新役員のみなさんには、ぜひこの「主体的に取

り組む」ことを発揮して、新しい風を吹き込んでほしいと思います。 

全校生徒のみなさんは、それを人任せにせず、「自分なら何ができるか」を自分で考えて行動す

る、一人一人が「主体性」を持った主人公になってください。 任命式「校長講話」一部抜粋 

 
水窪中学校では、学校の様子を本校ホームページのブログでお伝えしています。右の

ＱＲコードより本校ホームページにアクセスすることができます。ぜひ、ご覧ください。 

 

 
 



今月のひとコマ 
浜松市英語スピーチコンテスト 

浜松市の各中学校の代表者による英語スピーチコンテス

トが開催されました。水窪中からは、３年生の代表生徒が出

場し、すばらしい発表をしてくれました。夏休みに何度も登

校して練習を繰り返した努力の成果です。 

英語スピーチは、１１月の幼小中文化祭でも発表してくれ

ます。  

 

部活動激励会 
３年生が引退して、１・２年生による部活動がスタートして

います。９月より、浜松市全体で休日の部活動の取り組みが

変更されましたが、敬老会などで演奏をしたり、学校案内の

看板の色塗りをしたり、中体連の新人大会などの大会に参

加したりと部活動に熱心に取り組んでいます。頑張る部活動

を全校で応援しました。 

   

クリエイティ部ものづくり 
クリエイティ部ものづくりのみなさんが、水窪中の案内看

板に色塗りをしてくれました。 

この看板は、水窪橋前の交差点にあったのですが、雨風に

より色が褪せてしまっていました。ものづくりの２人がマス

キングをして、丁寧に色塗りをしてくれました。ステキな看板

になりました。今度、交差点に設置します。  

 

ＰＴＡ資源回収のお願い １０月１８日（日） 
自治会の回覧でお知らせのとおり、中学校の資源回収を行う予定です。（雨天の場合、１１月１４日(土)）

この資源回収で得た収益金は、防災備蓄品など生徒のために活用します。ご協力をお願いします。 
 

１０月の予定 
1 木 中高交流会・新体力テスト 15 木 １・２年職場体験（５・６校時） 

2 金 英検 18 日 PTA資源回収・健全育成会ビッグクリーン作戦 

5 月 生徒集会 20 火 杉の子の日 

6 火 宿泊生活（２年） 25 日 峠の国盗り綱引き合戦 

7 水 宿泊生活（２年） 27 火 企業代表による講話 

8 木 宿泊生活（２年） 28 水 フラワーアレンジメント講座 

9 金 保育実習（３年） 29 木 専門委員会 

14 水 すくすくタイム・がん教育    


